
本動画の内容、テキスト、イラスト等を無断で録画・複製・転載・転送・使用することを固く禁じます。

2026年度

製造分野 特定技能２号評価試験

概要紹介講座

（機械金属加工区分）

－「学習用参考テキスト」を活用した学習について－



イントロダクション

2

本講座の対象：製造分野 特定技能1号 ⇒ 2号を目指す人

特定技能2号評価試験の「学習用参考テキスト」
日本語版 翻訳版

本日の講座では上記テキストの練習問題を解説します。

JAIM会員企業向けの
マイページ内に公開



イントロダクション
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計120分 本講座のプログラム 説明

約15分

イントロダクション
特定技能2号評価試験の概要、
受験時の注意事項、試験の日本語、
学習する上での注意事項

AOTS

約105分
講義
「学習用参考テキスト」に記載の練習問題の解説、
重要キーワード、関連技能の説明、全体のまとめ

講師

本動画の視聴後は、アンケート回答へのご協力をお願いします。

アンケートURLは、動画掲載のウェブページにリンクがございます。

※上記のプログラム時間及び時間配分は目安です。区分や通訳言語によって若干異なります。



イントロダクション

4

特定技能2号の人物像

現場の作業者を束ねて

指導・監督ができる

実務経験等による

熟練した技能を有する

自らの判断により高度に
専門的・技術的な業務を
遂行できる

特定技能 制度の概要
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工業製品製造業分野 在留資格「特定技能2号」取得の要件
以下2つのどちらかのルートのうち、すべての条件を満たすこと

特定技能2号評価試験
ルート 

①ビジネス・キャリア検定3級取得
（生産管理プランニング区分、生産管理オペレーション区分のいずれか）

②製造分野特定技能2号評価試験の合格
（機械金属加工区分、電気電子機器組立て区分、金属表面処理区分のいずれか）

③日本国内に拠点を持つ企業の製造業の現場における3年以上の実務経験を有すること

技能検定ルート

①技能検定1級取得

②日本国内に拠点を持つ企業の製造業の現場における3年以上の実務経験を有すること

特定技能 制度の概要イントロダクション
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試験日程
第1回 2026年7月29日～8月1日（済）

2026年度： 第2回 2026年11月25日～11月28日（予定）
                      第3回 2027年2月頃（予定）

試験場所 プロメトリック株式会社より提供されるテストセンター（国内：全国各地） 

実施形式
CBT（コンピューター・ベースド・テスティング）方式（実技試験*）
*実技試験：実際の作業工程や材料に関連する内容を読んで、正しい答えを選ぶ問題

試験言語 日本語 ※漢字にはルビ付き

試験区分 3区分（機械金属加工区分・電気電子機器組立て区分・金属表面処理区分 ）

試験水準 技能検定1級試験程度を基準とする

試験時間 80分 問題数 30問

受験資格

・原則として、試験日当日において、満17歳以上（国籍がインドネシアの場合は満18歳以上）の外国人とし、
試験に合格した場合に日本国内で就業する意思のある者

・試験の前日までに日本国内に拠点を持つ企業の製造業の現場における3年以上の実務経験を有する者
※上記実務経験を証明する「実務経験証明書」を提出し、受験資格確認番号を取得することが必要

申込 プロメトリック 製造分野特定技能2号評価試験 専用ページ https://www.prometric-jp.com/ssw/test_list/archives/18

受験料 15,000円

合否の基準 正答率60%以上

第１章 試験の概要と学び方 試験の概要☞「学習用参考テキスト」p.1

https://www.prometric-jp.com/ssw/test_list/archives/18
https://www.prometric-jp.com/ssw/test_list/archives/18
https://www.prometric-jp.com/ssw/test_list/archives/18


受験時の注意事項 
☞「学習用参考テキスト」p.2
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・問題／解答の持ち出し・共有は禁止

・セキュリティ対策

・不正行為への対応

第１章 試験の概要と学び方



学習する上での注意事項
☞「学習用参考テキスト」p.2
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（１）日本語の学習

①日本語の読解力の向上

日本語学習用読解テキスト、新聞・雑誌、ネットニュースなど

②専門分野の語彙の拡充

自分で専門分野の語彙リストを作成など

③試験で用いられる日本語に慣れる

試験の問題文や指示文、選択肢にたくさん触れる

第１章 試験の概要と学び方
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（２）職場の上司や同僚に質問

学習する上での注意事項
☞「学習用参考テキスト」p.2

第１章 試験の概要と学び方
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（３）何度も繰り返し読む

学習する上での注意事項
☞「学習用参考テキスト」p.2

第１章 試験の概要と学び方
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（４）問題文や選択肢を最後までよく読む

学習する上での注意事項
☞「学習用参考テキスト」p.2

第１章 試験の概要と学び方
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       ただ       えら

Q. a~dの中から正しいものを選びなさい。

試験で用いられる日本語

いか ただ   えら

Q. 以下の中から、正しいものを選べ。
つぎ      ただ

Q. 次のうち、正しいものはどれか。

もんだいぶん

問題文のバリエーション（例）

正解を選ぶ問題

学習する上での注意事項
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試験で用いられる日本語

つぎ      ただ

Q. 次のうち、正しくないものはどれか。
つぎ   まちが

Q. 次のうち、間違っているものはどれか。
つぎ あやま

Q. 次のうち、誤っているものはどれか。

間違いを選ぶ問題

学習する上での注意事項

もんだいぶん

問題文のバリエーション（例）



イントロダクション

14

計120分 本講座のプログラム 説明

約15分

イントロダクション
特定技能2号評価試験の概要、
受験時の注意事項、試験の日本語、
学習する上での注意事項

AOTS

約105分
講義
「学習用参考テキスト」に記載の練習問題の解説、
重要キーワード、関連技能の説明、全体のまとめ

講師

本動画の視聴後は、アンケート回答へのご協力をお願いします。

アンケートURLは、動画掲載のウェブページにリンクがございます。

※上記のプログラム時間及び時間配分は目安です。区分や通訳言語によって若干異なります。



第2章 安全衛生 練習問題 2-1 ☞「学習用参考テキスト」p.7
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第2章 安全衛生
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.7



第2章 安全衛生
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.6



第2章 安全衛生
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.6



第2章 安全衛生
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現場での活用

• 工具置き場の「形跡管理」
• 工具箱の中に工具の形を切り抜いたスポンジを敷き、どこに何を戻すかを一
目で分かるようにします。

• 作業終了時に空いている穴を見れば、工具の置き忘れや紛失がすぐ分かりま
す。

• 「整頓」と「清潔（標準化）」が同時に実現している例です。



第2章 安全衛生 練習問題 2-2 ☞「学習用参考テキスト」p.14
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第2章 安全衛生
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.14



第2章 安全衛生
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.11



第2章 安全衛生
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.11



第2章 安全衛生
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.13



第2章 安全衛生
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.13



第2章 安全衛生
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.13



第2章 安全衛生
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.13



第2章 安全衛生
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現場での活用

• 自分の職場の掲示を確認する
• 騒音測定の結果や、保護具着用区域の表示は、職場に掲示されていることが
多いです。

• 自分の作業場所がどの区分に入っているかを、掲示で確かめてください。

• 分からないときは、安全衛生の担当者に聞きます。



第2章 安全衛生
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現場での活用

• 「少しの高さだから」が危ない
• 「脚立に乗ってレンチでボルトの増し締めをしている時、レンチが外れてバ
ランスを崩し、脚立から転落しそうになった」というヒヤリ・ハット事例が
あります。

• 力を入れる作業を高い所で行うと、工具が外れた瞬間にバランスを崩します。

• 「短時間だから」「低いから」という理由で、手順を省かないでください。



第3章 品質管理 練習問題 3-3 ☞「学習用参考テキスト」p.45
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第3章 品質管理 練習問題 3-3（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.45
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第3章 品質管理
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.45



第3章 品質管理
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.38



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.38



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.39



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.39



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.40



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.41



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.41



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.42



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.42



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.43



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.43



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.44



第3章 品質管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.44



第4章 検査 練習問題 4-2 ☞「学習用参考テキスト」p.56
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第4章 検査
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.56



第4章 検査
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.54



第4章 検査
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.54



第4章 検査
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.54, 55



第4章 検査
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.55



第4章 検査
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.55



第4章 検査 練習問題 4-3 ☞「学習用参考テキスト」p.58

53



第4章 検査
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.58



第4章 検査
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.57



第4章 検査
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.57



第4章 検査
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現場での活用

• 不適合品率は日報の基本項目
• 多くの職場で、日報に「生産数」と「不良数」を書く欄があります。

• その2つの数字から、不適合品率を計算できます。

• 毎日の記録が、そのまま品質の指標になります。



第5章 測定 練習問題 5-2 ☞「学習用参考テキスト」p.78
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第5章 測定

59

解答 ☞「学習用参考テキスト」p.78



第5章 測定
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解答（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.79



第5章 測定
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.76



第5章 測定
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.76



第5章 測定
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.76



第5章 測定
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.77



第5章 測定
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.77



第5章 測定
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.77



第5章 測定
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.77, 78



第6章 製図 練習問題 6-3 ☞「学習用参考テキスト」p.107
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第6章 製図

69

解答 ☞「学習用参考テキスト」p.107



第6章 製図
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.101



第6章 製図
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.102



第6章 製図

72

解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.102



第6章 製図
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.102



第6章 製図
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.103



第6章 製図
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.103



第6章 製図

76

解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.106



第7章 機械の操作・管理 練習問題 7-2 ☞「学習用参考テキスト」p.125
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第7章 機械の操作・管理
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.125



第7章 機械の操作・管理
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.123



第7章 機械の操作・管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.124



第7章 機械の操作・管理 解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.124
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第7章 機械の操作・管理
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現場での活用

• ボール盤と手袋
• 「ボール盤での穴あけ作業中、手袋が巻き込まれそうになった」というヒヤ
リ・ハット事例があります。

• 回転する刃物に手袋が巻き込まれると、指を失う大けがになります。

• 「刃物が危ないから手袋」という判断が、逆に危険を生みます。回転する機
械では手袋を使いません。



第7章 機械の操作・管理
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現場での活用

• 非常停止ボタンの位置を確認する
• 自分が使う機械の非常停止ボタンが、どこにいくつあるかを確認してくださ
い。

• 手が届く位置か、物が置かれてふさがっていないかも見ます。

• 異常が起きてから探していては間に合いません。



第7章 機械の操作・管理 練習問題 7-4 ☞「学習用参考テキスト」p.129
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第7章 機械の操作・管理
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.129



第7章 機械の操作・管理 解説 ☞「学習用参考テキスト」p.127
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第7章 機械の操作・管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.127



第7章 機械の操作・管理 解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.127
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第7章 機械の操作・管理
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.128



第7章 機械の操作・管理
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現場での活用

• 作業が変われば保護具も変わる
• 「ボール盤で加工中、「キリ粉」が飛散し眼に入りそうになる」というヒヤ
リ・ハット事例があります。

• 同じ人が午前は切削、午後は塗装ということがあり、切削では保護メガネ、
塗装では防毒マスクが必要になります。

• 「いつもの保護具」ではなく、「今日の作業の保護具」で考えます。



第8章 金属材料、金属加工 練習問題 8-2 ☞「学習用参考テキスト」p.138
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第8章 金属材料、金属加工
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.138



第8章 金属材料、金属加工
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.137



第8章 金属材料、金属加工
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.137



第8章 金属材料、金属加工

95

現場での活用

• 自分が扱う材料を1つ調べてみる
• 自分の職場でいちばんよく使う材料の記号を、図面か材料置き場の表示で確
認します。

• その記号が何を表すか、引張強さはいくつかを調べてみてください。

• 毎日触っている材料から始めると、覚えやすくなります。



第8章 金属材料、金属加工 練習問題 8-4 ☞「学習用参考テキスト」p.151
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第8章 金属材料、金属加工
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.151



第8章 金属材料、金属加工
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.143



第8章 金属材料、金属加工
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.143



第8章 金属材料、金属加工
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.143



第8章 金属材料、金属加工
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.148



第8章 金属材料、金属加工
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.150



第8章 金属材料、金属加工
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.150



練習問題 9-2 ☞「学習用参考テキスト」p.156
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第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.156第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造



解説 ☞「学習用参考テキスト」p.155第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.155第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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練習問題 9-6 ☞「学習用参考テキスト」p.166
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第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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解答 ☞「学習用参考テキスト」p.167第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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解説 ☞「学習用参考テキスト」p.164第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.164第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.165第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.165第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造
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解説（続き） ☞「学習用参考テキスト」p.165第9章 電気機器、成形、塗装、包装、
   アルミニウム圧延、押出製品製造



学習の進め方 5つのステップ
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• ① まずテキストを読む

• その章に何が書かれているかを、ひととおり読んで確かめます。

• ② 練習問題を解く

• 答えを見る前に、自分で考えて解いてください。

• ③ 間違えた問題は、テキストの該当箇所を読み直す

• 練習問題の下にある「解説」と、その節の本文をあわせて読みます。

• 必要に応じて、「参考文献」や母国語のテキストを使って調べます。

• ④ 自分の職場の作業と結び付ける

• テキストに書かれていることが、自分の現場でどう使われているかを考えます。

• 分からないときは、上司や同僚に質問してください。

• ⑤ 何度も繰り返す

• 正しいか、間違っているか、文の最後までよく読む習慣をつけてください。
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• 機械工学事典
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• 日本産業標準調査会
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• https://www.kyouzaiken.or.jp/books_detail.php?bid=128

• 厚生労働省「職場のあんぜんサイト」
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本動画をご視聴いただきありがとうございました。
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